
天然ゴムラテックスの蛋白質除去に伴う廃液の処理
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２.２リアクターによる廃液の連続処理実験
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Fig.2 分解性試験の結果  (a)累積メタン生成
量，(b)CODバランス，(c)残存 VFA濃度

Fig.3 連続処理実験における COD 除去率，メ
タン転換率，メタン回収率の経時変化
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